









































































































には平田（ 1982）の力学的視点による看護の腰痛研究 1）や荒地ら（ 1982）の看














































































職種に比べ離職率は高い。平成 28 年度「介護労働実態調査」（ 2017）（以下「介
護労働実態調査」）によると、訪問介護員・介護職員の 1 年間の離職率は 16.7％
（介護職員のみは 17.2％）18）である。平成 19 年度の離職率 21.6％に比べ減少
しているが、全産業の常用労働者全体の離職率 15.8％（厚生労働省平成 28 年
雇用動向調査結果の概要）19）に比べ依然として高い。この離職者のうち勤務年
数 1 年未満の者 39.9％、 1 年以上 3 年未満の者 27.3％である 20）。勤続 3 年未
満の者が離職者の 67.2％をしめていることから、働きだして 3 年以内に離職す
る人数が非常に高いことが分かる。勤続年数を見ると、介護職員の平均勤続年
数は 4.9 年 21）、全産業における女性平均勤続年数 8.9 年・男性平均勤続年数












































































































































































ていること、の 3 点から、特別養護老人ホームとした。  
調査対象は、近畿一円（滋賀・京都・大阪・兵庫・奈良・和歌山）の特別養








調査票は「管理者用アンケート 1 通、介護職員用アンケート 3 通」を、特別
養護老人ホーム 400 施設の管理者 400 人宛てに郵送した。介護職員用アンケー
トは、管理者に介護職員 3 名の選定と配布を依頼し、合計 1,200 人の介護職員
に配布した。アンケート調査票回収用に、各アンケートには 1 人 1 通個別の返
信用封筒を同封した。 
100 人の管理者、257 人の介護職員から回答を得た。回収率は、管理者 25.3％、
介護職員 21.4％、有効回答率は、管理者 25.0％、介護職員 21.4％であった。















問 11～問 86 は管理者用と介護職員用は同じ質問内容だが管理者・介護職員が
それぞれ答えやすいように、管理者・介護職員に合わせて一部主語を変更した。
問 11～問 86 は（ 1）腰痛意識、（ 2）組織コミットメント愛着、（ 3）離職意向、
（ 4）バーンアウト、（ 5）職務満足、（6）環境の 6 つの領域で構成した。回答形
式については問 8・問 9・問 11～問 86 の項目に対し「思わない：1 点」から「そ
う思う： 4 点」までの 4 件法で回答を設けた。 
以下は、（ 1）～（ 6）に含まれる具体的な内容である。 
 
（ 1）  腰痛意識 
介護職員が腰痛に対して持っている意識を探るため、事前に 5 人の介護職員
（介護責任者含む）にプレインタビューを行った。従来の持ち上げる移乗介助
を行っている 3 施設の介護職員 3 名（一般介護職 2 名と中間管理職 1 名）、ノ




管理者の「腰痛意識」 19 項目の回答から天井効果の問 15 を外し探索的な因
子分析により「腰痛意識」の因子構造を検討した。パターン行列における第 5
因子は 1 項目であったため、 4 因子解を採用することとした。第 4 因子までの
累計説明率は 55.007％であった。逆転項目には項目の末尾に（逆）と表記する。  

























番 号  項 目  
因 子    
1 2 3 4 因 子 名  
18 介護の仕事は、いつかは腰をこわすの
ではないかと思う  





0.785       
11 介護職であれば腰痛は誰でもなるもの
だ  
0.730       
14 腰痛は介護の職業病だ  0.718     0.105 
12 介護の仕事をしていたら腰痛になるの
は仕方ない  
0.691     0.209 
16 介護の仕事は定年まで続けられる仕事
だ  
0.448 0.197 0.232   
13 介護職であっても気を付けていれば腰
痛にはならない  
0.384   0.124   
28 腰痛を起こす原因の多くは疲労の蓄積
だ  
0.377 -0.301 0.116 -0.217 
21 就業前の体操実施が腰痛発生を防ぐ    0.934     
腰痛対策  20 
腰痛に対する研修の実施が、腰痛発生
を防ぐ  
  0.505 0.276   
22 腰痛を未然に防ぐために腰痛ベルトが
有効だ  




-0.138   0.670 0.162 
腰痛予防
知識  
27 腰痛を起こす原因の多くは技術不足だ  0.141   0.581   
24 スライディングシートやスライディン
グボードを活用すると腰痛予防できる  
-0.105 0.197 0.521   
29 介護の仕事が原因で起こる腰痛は防ぐ
ことができる  




      0.779 誤った安
全と効率
理解  19 
二人介助は腰痛にならない安全な介助
方法だ  
  -0.184   0.712 
固有値  4.308 2.575 1.645 1.373   
説明率  23.935 14.305 9.14 7.628   
標準化された項目に基づいた  Cronbach のア
ルファ  




＝ 0.621、「誤った安全と効率理解」はα＝ 0.717 であった。「腰痛予防知識」が
表 1 管理者の「腰痛意識」における因子構造  
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（逆）」「 20.腰痛に対する研修の実施が、腰痛発生を防ぐ（逆）」の 2 つでどち
らも逆転項目であったので、「研修効果の否定」と命名した。 



























番 号  項 目  
因 子  
因 子 名  




0.930   0.137 -0.276   
腰痛当
然意識  
11 介護職であれば腰痛は誰でもなるものだ  0.816 -0.122 0.101 -0.138   









0.329   -0.245 -0.125 0.304 







0.255 0.550       




0.217 0.336 0.204 0.104   










0.442   -0.257 0.538 -0.117 
腰痛発
生予感  








        0.674 
技術理




  -0.177   -0.298 0.394 
固有値  3.751 2.404 1.315 1.127 1.076   
説明率  23.441 15.024 8.22 7.045 6.725   
標準化された項目に基づいた  Cronbach のアル
ファ  0.690 0.534 0.648 0.378 0.527   
 






















床効果はなかった。「組織コミットメント  愛着」尺度の信頼性は、Cronbach’ s 
α係数で確認した。α＝ 0.925 と非常に高い値が認められた。 
  
（ 3）離職意向 





た。「 37.今の職場をやめ、他の職場で働きたいと思う」「 38.1 年の内にはこの
仕事をやめたいと思う」「 39.給料が同程度で、人相手でない仕事があればそち
らにしようと思う」「 40.給料が今よりも高く、人相手でない仕事があればそち




Cronbach’ s α係数で確認した。α＝ 0.728 であり、信頼性が認められた。  
 
（ 4）  バーンアウト 
「バーンアウト（ 17 項目）」は、「情緒的消耗感」「脱人格化」「個人的達成感
の低下」の 3 つの下位尺度からなる MBI マニュアル（ Maslach， Jackson & 
Leiter を参考に久保らが日本版 20 項目を作成）を、その後久保（ 2007） 49）が
17 項目に作成した「日本版バーンアウト尺度」を使用した。17 項目の内「患者」
という文言 2 か所を「利用者」に変更して使用した。  
介護職員による「バーンアウト」のアンケート結果には、3 項目に天井効果・






















認した。「消耗感」はα＝ 0.859、「個人的達成感の低下」はα＝ 0.777 であった。
介護職員「バーンアウト」下位因子の信頼性が認められた（表 3）。 
問題




50 同僚や利用者と、何も話したくなくなることがある  0.821 -0.237 
消耗感  
45 同僚や利用者の顔を見るのも嫌になることがある  0.733 -0.153 




0.640   
46 自分の仕事がつまらなく思えて仕方のないことがある  0.628 0.102 
52 仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある  0.602   
51 仕事の結果はどうでも良いと思うことがある  0.533   








53 今の仕事に、心から喜びを感じることがある    0.706 
55 仕事が楽しくて、知らないうちに時間が過ぎることがある  0.216 0.637 
42 われを忘れるほど仕事に熱中することがある  -0.171 0.574 
57 われながら、仕事をうまくやり終えたと思うことがある    0.484 
44 この仕事は私の性分に合っていると思うことがある  0.124 0.471 
固有値  5.048 1.924   
説明率  36.059 13.74   
標準化された項目に基づいた  Cronbach のアルファ  0.859 0.777   
 
表 3 介護職員の「バーンアウト」における因子構造  
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容に重複が見られたものを外し 19 項目として使用した。 









る」であったので「働きがい」と命名した。   
第 2 因子に負荷量が高かったのは「 67. この施設では、給与に不公平や不平
等がある（逆）」「 64. この施設では、介護職員のペーパーワーク（記録・事
務的な仕事など）が多すぎる（逆）」「 58. 現在の給料に満足している」「59. 
私の施設では、他職種は介護職員に協力的ではない（逆）」であったので「満
足度」と命名した。 




























番 号  項 目  
因 子  
因 子 名  






























-0.317 0.581     0.110 
























































0.123     -0.118 0.307 
固有値  4.589 1.529 1.366 1.146 1.033   
説明率  26.995 8.997 8.037 6.740 6.108   
標準化された項目に基づいた  Cronbach 
のアルファ  
0.745 0.563 0.548 0.530 0.225   
 
（ 6）  安全衛生環境 
腰痛意識が管理者に正しく認識された時に、高まる安全衛生環境を表す尺度





介護職員の「安全衛生環境」10 項目の回答から床効果の問 79・ 84・ 86 を外
し探索的因子分析により介護職員の「安全衛生環境」の因子構造を検討した。
第 2 因子までの累積説明率は 52.675％であった。固有値の減衰状況とスクリ
ー・プロットの形状から総合的に判断し、 2 因子解を採用する。プロマックス
回転の結果に基づき、各因子の解釈を行った。 
第 1 因子に負荷量が高かったのは「 80. 自分の賞与に満足している」「 81. 
自分の昇給に満足している」であったので「賞与昇給」と命名した。  



















80 自分の賞与に満足している  0.949   
賞与昇給  













  0.457 
77 急いでいるため一人で作業することが多い    0.416 
82 有休は希望すれば、いつでもとることができる    0.309 
固有値  2.518 1.169   
説明率  35.976 16.698   




































































図 2 管理者の「職業病意識」と介護職員の「安全衛生環境」との関係性  






































 調査対象者、管理者 100 名の性別は、男性が 56 名（ 56.0％）、女性が 44 名
（ 44.0％）であり、年齢は、平均値が 49.8 歳、標準偏差が 10.4、介護施設に
おける管理職としての経験年数は、平均 6.6 年、標準偏差 5.1、介護施設にお
ける経験年数は平均 16.8 年、標準偏差 8.5 であった。管理者の内、介護として
の経験がある者が 73 名（ 73.0％）、取得資格（複数回答）は介護福祉士 68 名
（ 68.0％）が最も多く、続いてケアマネージャー 56 名（ 56.0％）、社会福祉士
27 名（ 27.0％）であった。管理者の内 7 割以上の者に介護経験があり、介護福
祉士の国家資格を持つ者が 7 割近くいることが分かる。管理者の内、介護施設
で働き始めてから腰痛経験がある者は、 67 名（ 67.0％）であった。 
 調査対象者、介護職員 257 名の性別は、男性が 104 名（40.5％）、女性が 153
名（ 59.5％）、年齢は、平均値が 36.6 歳、標準偏差が 11.0、現在の施設での介
護経験年数の平均値は、5.7 年、標準偏差 4.5、これまでのすべての介護経験年



























数の平均値は 7.7 年、標準偏差 5.3 であった。取得資格（複数回答）は介護福
祉士 186 名（ 72.4％）が最も多く、次いでヘルパー 2 級 121 名（ 47.1％）、介護





職後腰痛あり 88.6％」 52）と同程度の腰痛罹患率であると言える。  
 本調査は施設で働く 3～ 7 年の介護職員（正規職員）をアンケート対象として
いたが、実際に返却された介護職員アンケートには、勤続 3 年未満または勤続
8 年以上の職員からの返信が 95 通含まれていた。平均的な腰痛経験者数を得る
ためにアンケート対象介護職員の勤続年数に一定幅を設けていた。しかし対象




対象者の概要は、表 6 のとおりである。 
 
 
管理者  n=100  介護職員  n=257 
    人数  ％       人数  ％  
性別  
男  56 56.0   
性別  
男  104 40.5  
女  44 44.0   女  153 59.5  
年齢  
平均  49.8     
年齢  
平均  36.6    
標準偏差  10.4     標準偏差  11.0    
管理者経
験年数  
平均  6.6     今の施設
経験年数  
平均  5.7    
標準偏差  5.1     標準偏差  4.5    
介護施設
経験年数  
平均  16.8     介護経験
年数  
平均  7.7    
標準偏差  8.5     標準偏差  5.3    
介護経験  
あり  73 73.0   
取得資格  
ヘルパー 2 級  121 47.1  
なし  27 27.0   介護福祉士  186 72.4  
取得資格  
ヘルパー 2 級  22 22.0   社会福祉士  7 2.7  
介護福祉士  68 68.0   精神保健福祉士  2 0.8  
社会福祉士  27 27.0   ケアマネージャー  16 6.2  
精神保健福祉士  3 3.0   理学療法士  0 0.0  
ケアマネージャー  56 56.0   その他  17 17.0  
理学療法士  0 0.0   腰痛の   
有無  
あり  177 68.9  
その他  27 27.0   なし  78 30.4  
腰痛の    
有無  
あり  67 67.0   腰痛の    
有無  
あり  231 89.9  
なし  33 33.0   なし  26 10.1  
所在地  
大阪  21 21.0   
所在地  
大阪  50 19.5  
兵庫  36 36.0   兵庫  90 35.0  
京都  8 8.0   京都  23 8.9  
奈良  9 9.0   奈良  32 12.5  
和歌山  13 13.0   和歌山  33 12.8  
滋賀  13 13.0   滋賀  29 11.3  

















































 管理者  ｎ＝ 100  介護職員  ｎ＝ 257  「思う」％  
問題
番号  項目  管理職  介護職員  
11 介護職であれば腰痛は誰でもなるものだ  49.0  80.5  
12 介護の仕事をしていたら腰痛になるのは仕方ない  43.0  77.3  
13 介護職であっても気を付けていれば腰痛にはならない  81.0  57.8  
14 腰痛は介護の職業病だ  60.0  78.9  
15 介護の仕事は他の仕事より腰痛リスクが高い  87.0  84.4  
16 介護の仕事は定年まで続けられる仕事だ  67.0  32.0  
17 介護の仕事は、いつ腰をこわしてもおかしくない  52.0  83.6  
18 介護の仕事は、いつかは腰をこわすのではないかと思う  58.0  84.4  
19 二人介助は腰痛にならない安全な介助方法だ  56.0  47.3  
20 腰痛に対する研修の実施が、腰痛発生を防ぐ  87.0  68.4  
21 就業前の体操実施が腰痛発生を防ぐ  84.0  60.9  












44.0  54.3  
26 腰痛を起こす原因の多くはメンタルだ  23.0  16.4  
27 腰痛を起こす原因の多くは技術不足だ  78.0  63.7  
28 腰痛を起こす原因の多くは疲労の蓄積だ  76.0  90.6  
29 介護の仕事が原因で起こる腰痛は防ぐことができる  90.0  65.2  
 
 


















  n=257 
問題
番号  














34 この職場にいることが楽しい  67.9  
35 この職場が気に入っている  69.4  
36 もう一度就職するとすれば、同じ法人・施設に入る  39.7  
 






職員が 24.4％いる。（表 9）。 
 
 
  n=257 
問題
番号  
項目  「思う」％  
37 今の職場をやめ、他の職場で働きたいと思う  46.9  

















表 8 「組織コミットメント  愛着」における介護職員の意識  




いと思うことがある」 61.7％の順となっている（表 10）。 
 
  
  n＝ 257 
問題
番号  
項目  「思う」％  
41 こんな仕事、もうやめたいと思うことがある  61.7  
42 われを忘れるほど仕事に熱中することがある  34.0  
43 こまごまと気配りすることが面倒に感じることがある  54.2  
44 この仕事は私の性分に合っていると思うことがある  70.0  
45 同僚や利用者の顔を見るのも嫌になることがある  31.6  













50 同僚や利用者と、何も話したくなくなることがある  34.8  
51 仕事の結果はどうでも良いと思うことがある  25.3  
52 仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある  69.2  





55 仕事が楽しくて、知らないうちに時間が過ぎることがある  42.7  
56 身体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある  82.2  


















  n＝ 257 
問題
番号  
項目  「思う」％  
58 現在の給料に満足している  22.4  
59 私の施設では、他職種は介護職員に協力的ではない  31.9  


















66 介護職員は、業務遂行の決定に参加するための機会がたびたびある  46.9  





69 この施設でのケアに関する決定は、管理者の意見が必ず反映される  52.0  





72 この施設の介護職員はお互いにいがみ合っている  37.0  
73 私は施設の方針・計画などに間接的に参与ができる  44.9  













かったものは「 84.重量制限（体重 60 キロの男性は 24 キロ、体重 50 キロの女
性は 12 キロ）を超えた持ち上げる介助をすることはない」11.4％、次いで「 86.
施設では、最も腰痛を起こしやすい職員に合わせて、作業標準が作られている」
13.3％であった（表 12）。 






  n＝ 257 
問題
番号  
項目  「思う」％  









80 自分の賞与に満足している  34.1  
81 自分の昇給に満足している  31.4  






重量制限（体重 60 キロの男性は 24 キロ、体重 50 キロの女性










                                
 
3. 管理者の意識と介護職員の意識の関係性  
















表 12 「安全衛生環境」における介護職員の意識  
26 
 






管理者の職業病意識  高低別  度数  平均値  標準偏差  有意確率  (両側 ) 
介護  腰痛に対する意識  低  91 49.593  5.50753 
0.124 高  104 51.000  6.98820 
介護  安全衛生環境  低  92 20.815  4.92120 
0.439 高  100 20.280  4.63208 
 













した低群・高群結果の VIF 値はいずれも 5 を下回り、多重共線性の疑いは認め
られなかった。 
管理者「職業病意識」低群の結果、有意な回帰式が得られた（表 14）。（ F（ 14,78）
=11.428，ｐ＜ .001，調整済み R2＝ .652） 
低群における介護職員の離職意向に影響を与えるものとして「技術理解」が
-0.621、「満足度」が -0.518、「個人責任と考えない意識」が -0.215 と負の相関
を示し、その中でも「技術理解」「満足度」が「個人責任と考えない意識」より
も強く影響していた。「研修効果の否定」は 0.388、「消耗感」は 0.329、「個人
的達成感の低下」は 0.273、「チームワーク」は 0.262 と正の相関を示した（表
15）。 
管理者「職業病意識」高群の結果は、有意な回帰式が得られた（表 14）。（ F










  調整済み R2 
自由度  
（回帰，合計）  
F 値  有意確率  
管理者  職業病  低群  0.652  14， 78 11.428  0.000  




達成感の低下」0.323「消耗感」0.316 であり、いずれもβ値は 0.3 台であった
（表 15）。仮説 3 は、一部支持された。  
 
 
管理者  職業病  低群  n＝ 76  管理者  職業病  高群  n＝ 86 
















腰痛当然意識    
（腰痛意識）  -0.082  0.274  0.805  
 腰痛当然意識    
（腰痛意識）  0.099  0.189  1.193  
個人責任と考えな
い意識          
（腰痛意識）  
-0.215*  0.02* 0.512   
個人責任と考えな
い意識          
（腰痛意識）  
0.033  0.758  2.448  
研修効果の否定      
（腰痛意識）  0.388* 0.000* 0.582  
 研修効果の否定      
（腰痛意識）  -0.163  0.099  2.047  
腰痛発生予感       
（腰痛意識）  0.122  0.160  0.609  
 腰痛発生予感       
（腰痛意識）  0.043  0.587  1.346  
技術理解       
（腰痛意識）  -0.621* 0.000* 0.407  
 技術理解       
（腰痛意識）  0.074  0.487  2.401  
組織コミットメン
ト愛着  -0.161  0.069  0.594  
 組織コミットメン
ト愛着  -0.076  0.600  4.446  
消耗感      
（バーンアウト）  0.329* 0.002* 0.410  
 消耗感      
（バーンアウト）  0.316* 0.015* 3.425  
個人的達成感の低
下       
（バーンアウト）  
0.273* 0.009* 0.438   
個人的達成感の低
下       
（バーンアウト）  
0.323* 0.016* 3.705  
満足度      
（職務満足）  -0.518* 0.000* 0.274  
 満足度      
（職務満足）  -0.129  0.110  1.374  
チームワーク       
（職務満足）  0.262* 0.002* 0.714  
 チームワーク       
（職務満足）  -0.091  0.329  1.872  
能力の発揮       
（職務満足）  -0.200  0.059  0.411  
 能力の発揮       
（職務満足）  0.090  0.321  1.767  
業務の自主性      
（職務満足）  0.052  0.560  0.562  
 業務の自主性      
（職務満足）  -0.134  0.153  1.853  
賞与昇給       
（安全衛生環境）  0.254  0.054  0.265  
 賞与昇給       
（安全衛生環境）  -0.296* 0.003* 2.073  
安全衛生                 
（安全衛生環境）  0.062  0.495  0.550  
 安全衛生                 





表 14 職業病意識が離職意向に与える関係性と予測力  
表 15 管理者職業病高低別による離職意向に与える影響  
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3. 管理者の職業病意識と介護職員の安全衛生環境との関係性  
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か 1 2 3 4





























11 介護職であれば腰痛は誰でもなるものだ 1 2 3 4
12 介護の仕事をしていたら腰痛になるのは仕方ない 1 2 3 4
13 介護職であっても気を付けていれば腰痛にはならない 1 2 3 4
14 腰痛は介護の職業病だ 1 2 3 4
15 介護の仕事は他の仕事より腰痛リスクが高い 1 2 3 4
16 介護の仕事は定年まで続けられる仕事だ 1 2 3 4
17 介護の仕事は、いつ腰をこわしてもおかしくない 1 2 3 4
18 介護の仕事は、いつかは腰をこわすのではないかと思う 1 2 3 4
19 二人介助は腰痛にならない安全な介助方法だ 1 2 3 4
20 腰痛に対する研修の実施が、腰痛発生を防ぐ 1 2 3 4
21 就業前の体操実施が腰痛発生を防ぐ 1 2 3 4
22 腰痛を未然に防ぐために腰痛ベルトが有効だ 1 2 3 4
23
立位が取れない利用者でも、ボディメカニクスを活用すると、
腰痛を起こさずに移動介助ができる 1 2 3 4
24
スライディングシートやスライディングボードを活用すると腰
痛予防できる 1 2 3 4
25
リフトやスライディングボードを活用するより、二人介助で移
乗する方が効率的だ 1 2 3 4
26 腰痛を起こす原因の多くはメンタルだ 1 2 3 4
27 腰痛を起こす原因の多くは技術不足だ 1 2 3 4
28 腰痛を起こす原因の多くは疲労の蓄積だ 1 2 3 4



























かったと思う 1 2 3 4
31
この法人・施設で働くことに決めたのは、明らかに失敗であっ
た 1 2 3 4
32 友人に、今の職場が素晴らしい働き場所であると言える 1 2 3 4
33
この法人・施設の発展のためなら、人並み以上の努力を喜んで
払うつもりだ 1 2 3 4
34 この職場にいることが楽しい 1 2 3 4
35 この職場が気に入っている。 1 2 3 4
36 もう一度就職するとすれば、同じ法人・施設に入る 1 2 3 4
37 今の職場をやめ、他の職場で働きたいと思う 1 2 3 4
38 1年の内にはこの仕事をやめたいと思う 1 2 3 4
39
給料が今と同程度で、人相手でない仕事があればそちらにしよ
うと思う 1 2 3 4
40
給料が今よりも高く、人相手でない仕事があればそちらにしよ

























41 こんな仕事、もうやめたいと思うことがある 1 2 3 4
42 われを忘れるほど仕事に熱中することがある 1 2 3 4
43 こまごまと気配りすることが面倒に感じることがある 1 2 3 4
44 この仕事は私の性分に合っていると思うことがある 1 2 3 4
45 職員や利用者の顔を見るのも嫌になることがある 1 2 3 4
46 自分の仕事がつまらなく思えて仕方のないことがある 1 2 3 4
47 1日の仕事が終わると「やっと終わった」と感じることがある 1 2 3 4
48
出勤前、職場に出るのが嫌になって、家にいたいと思うことが
ある 1 2 3 4
49 仕事を終えて、今日は気持ちの良い日だったと思うことがある 1 2 3 4
50 職員や利用者と、何も話したくなくなることがある 1 2 3 4
51 仕事の結果はどうでも良いと思うことがある 1 2 3 4
52 仕事のために心にゆとりがなくなったと感じることがある 1 2 3 4
53 今の仕事に、心から喜びを感じることがある 1 2 3 4
54 今の仕事は、私にとってあまり意味がないと思うことがある 1 2 3 4
55 仕事が楽しくて、知らないうちに時間が過ぎることがある 1 2 3 4
56 身体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある 1 2 3 4

























58 現在の給料に満足している 1 2 3 4
59 私の施設では、他職種は介護職員に協力的ではない 1 2 3 4
60 新規採用の介護職員は、私の施設にすぐに溶け込めないでいる 1 2 3 4
61
私の職場において、いろんなレベルの介護職員の間で、素晴ら
しいチームワークと協力ができている 1 2 3 4
62 この施設では、介護職員に向上への機会がたくさんある 1 2 3 4
63 介護業務における決断は、管理者・主任・リーダーなどが行う 1 2 3 4
64
この施設では、介護職員のペーパーワーク（記録・事務的な仕
事など）が多すぎる 1 2 3 4
65
介護職員には、他の介護職員とケアに関する問題を話し合う時
間と機会が十分にある 1 2 3 4
66
介護職員は、業務遂行の決定に参加するための機会がたびたび
ある 1 2 3 4
67 この施設では、給与に不公平や不平等がある 1 2 3 4
68
この施設では、介護職員を含めて職員の厚生（生活を健康で豊
かなものにすること）についてよく考えている 1 2 3 4
69
この施設でのケアに関する決定は、あなたの意見が必ず反映さ
れる 1 2 3 4
70
介護職員は、やりたいケアをするためには時間が足りないと考
えている 1 2 3 4
71
もっとたくさんの時間が、それぞれの利用者に対してあったら
もっと良いケアができるだろう 1 2 3 4
72 この施設の介護職員はお互いにいがみ合っている 1 2 3 4
73 介護職員は施設の方針・計画などに間接的に参与ができる 1 2 3 4
74 介護職員の仕事は、いろいろな技術や知識を必要としない 1 2 3 4
75
全般的に、介護部門の責任者は日常の諸問題や手順について職
員と相談する 1 2 3 4
76
上司が支えることで、介護職員は重要な決定を下すことができ

























77 介護職員は、急いでいることが多く一人で作業することが多い 1 2 3 4
78
この施設では、前かがみや中腰姿勢の作業が続くときには、適
宜小休止がとれる 1 2 3 4
79
日中、横になって安静が保てるような休憩場所があり、介護職
員が活用できる 1 2 3 4
80 介護職員は、自分の賞与に満足している 1 2 3 4
81 介護職員は、自分の昇給に満足している 1 2 3 4
82 介護職員は希望すれば、有休をいつでもとることができる 1 2 3 4
83
この施設には、福祉用具やリフトをうまく使えない職員が複数
いる 1 2 3 4
84
重量制限（体重60キロの男性は24キロ、体重50キロの女性
は12キロ）を超えた持ち上げる介助をすることはない 1 2 3 4
85
作業方法や手順は、介護する職員に影響の少ないやり方になる
よう定期的に見直している。 1 2 3 4
86
施設では、もっとも腰痛を起こしやすい職員に合わせて、作業







































すか 1 2 3 4

































11 介護職であれば腰痛は誰でもなるものだ 1 2 3 4
12 介護の仕事をしていたら腰痛になるのは仕方ない 1 2 3 4
13 介護職であっても気を付けていれば腰痛にはならない 1 2 3 4
14 腰痛は介護の職業病だ 1 2 3 4
15 介護の仕事は他の仕事より腰痛リスクが高い 1 2 3 4
16 介護の仕事は定年まで続けられる仕事だ 1 2 3 4
17 介護の仕事は、いつ腰をこわしてもおかしくない 1 2 3 4
18 介護の仕事は、いつかは腰をこわすのではないかと思う 1 2 3 4
19 二人介助は腰痛にならない安全な介助方法だ 1 2 3 4
20 腰痛に対する研修の実施が、腰痛発生を防ぐ 1 2 3 4
21 就業前の体操実施が腰痛発生を防ぐ 1 2 3 4
22 腰痛を未然に防ぐために腰痛ベルトが有効だ 1 2 3 4
23
立位が取れない利用者でも、ボディメカニクスを活用する
と、腰痛を起こさずに移動介助ができる 1 2 3 4
24
スライディングシートやスライディングボードを活用すると
腰痛予防できる 1 2 3 4
25
リフトやスライディングボードを活用するより、二人介助で
移乗する方が効率的だ 1 2 3 4
26 腰痛を起こす原因の多くはメンタルだ 1 2 3 4
27 腰痛を起こす原因の多くは技術不足だ 1 2 3 4
28 腰痛を起こす原因の多くは疲労の蓄積だ 1 2 3 4
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41 こんな仕事、もうやめたいと思うことがある 1 2 3 4
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77 急いでいるため一人で作業することが多い 1 2 3 4
78
この施設では、前かがみや中腰姿勢の作業が続くときには、
適宜小休止がとれる 1 2 3 4
79
日中、横になって安静が保てるような休憩場所があり、活用
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80 自分の賞与に満足している 1 2 3 4
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86
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　何かお気づきの点、ご意見等ありましたらご記入ください。
・ご協力ありがとうございました。
・記入漏れ、記入ミスがないか、今一度確認お願いいたします。
・締め切りは　6月20日（火）となっています。6月20日までに投函よろ
しくお願いいたします。
　研究結果を希望される方は、研究結果希望と送付用のメールアドレスをご記入くださ
い。研究結果がまとまりましたら、アドレスのほうに送らせていただきます。
